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１．はじめに 

 海上・潜水作業を伴う海洋工事では，波浪条件が作業の安全性や可否判断に大きく影響

するため，これまでにも波浪観測結果や波浪予報の入手に努めるとともに，波浪予測を試

みてきた．波浪予測は，直接作業時刻の海象条件が把握できるため，精度がよければ作業

可否判断に非常に有用である．最近では，波浪推算モデルの高度化が進んでおり，波浪推

算モデルによる予測結果をリアルタイムに配信するシステムも構築され，作業可否判断に

利用され始めている． 

本稿では，弊社で構築した気海象予測システムの構成および Web を利用した運用システ

ムの概要を紹介するとともに，本システムの予測精度の検証例を紹介する． 

 

２．気海象予測システムの構成 

 図－１に気海象予測システムの構成を示す．五洋建設気海象予測システムは，気象庁が

予測計算を実施した約 20km 格子の海上風データを入力として，波浪推算モデルを用いて約

10km 格子で波浪推算を行い，3 日先まで 1 時間間隔，7 日先まで 6 時間間隔の海象予測結

果を全国の現場へ提供するものである．また，瀬戸内海のように多くの島が存在する複雑

な地形域では，より正確な風データが必要になるため，気象庁が予測計算を実施した鉛直

方向 16 層の約 20km 格子の気圧面高度，気温，風データなどを入力データとして気象モデ

ルを用いて約 5km 格子で気象予測計算を実施し，その計算結果の海上風データを用いて 3

日先まで 1時間間隔の波浪推算を行うことで，複雑な地形域での波浪予測精度を確保して

いる． 

 

 

図－１ 五洋建設気海象予測システムの構成 
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なお，本システムの入力データとしている気象庁の予測計算データ（気象庁 GPV：Grid 

Point Value）は，全球を格子点に区切り，気象衛星，地上および高層での観測結果などを

考慮して，気象諸元（気温，気圧面高度，風，など）の時間変化を予測計算した結果の各

格子点データである．本システムで用いている波浪推算モデルは，ヨーロッパで開発され

た波エネルギーの発達・伝播を精度よく計算することができる第三世代波浪推算モデル

（WAM）であり，現在，世界各国で使用されているモデルである．また，本システムで用い

ている気象モデルは，アメリカ国立大気研究センターPSU/NCAR で開発された非静力学，複

雑地形に対応したσ座標系のメソスケール大気シミュレーション予測モデル（MM5）であり，

世界中の大学および研究機関によって改良が加えられているモデルである． 

 

３．Web を利用した運用システムの概要 

 Web を利用した運用システムの概要について紹介する．データの流れを図－２に示す．

気象庁 GPV を気象コンサルタント会社で受信し，気象コンサルタント会社が五洋建設で構

築した気海象予測システムを用いて予測計算を実施する．次いで，予測計算結果を気象予

報士が精査したのち五洋建設へ配信することで，全国の現場で Web を通じて予測結果が確

認できる． 

 配信している Web の画面の例として，図－３に波高・波向分布，周期・波向分布，風速・

風向分布，降水量分布が動画で時間変化を確認できるメイン画面を示す．また，現場での

週間工程の打ち合わせや現場独自の施工管理に利用できるように，週間予測の一括表示を

行う機能や時系列データのダウンロード機能も有している．図－４に指定領域の天気図・

波高分布，風速分布，降水量分布の週間予測一括表示画面およびに指定地点の波高，周期，

波向，天文潮位，風向，風速の各 1週間の経時変化と週間天気の一括表示画面を示す．  

 Web を利用することで，登録された利用者が IDとパスワードを入力すれば，必要とする

ときに，海洋工事における作業可否判断のみならず，安全管理，品質管理，工程管理に資

する情報を入手することが可能である．また，利用者が設定した市町村の注意報・警報を

確認することも可能である．さらに，同様の情報は利用者の携帯電話にも配信されており，

海洋工事の現場での利便性にも配慮した運用システムとなっている． 

 

 

図－２ システムのデータの流れ 
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図－３ 五洋建設気海象予測システムのメイン画面の例 

 

   
図－４ 指定領域および指定地点の週間予測の一括表示画面の例 
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４．予測精度検証 

 本システムの精度検証の例として，日本海側における予測精度の検証結果を紹介する．な

お，検証に利用した観測結果は NOWPHAS（全国港湾海洋波浪情報網）の速報値である． 

日本海側の代表的な地点として，2009 年 11 月 10 日～2010 年 1月 10 日の金沢港の有義波

高の観測結果と 1日先の予測結果の時系列を比較したものを図－５に示す．有義波高 3m 以上

の高波浪時については，予測波高と観測波高にややずれが見られるものの，時化の立ち上が

りの状況も含めて，予測波高と観測波高はよく対応していることがわかる．また，金沢港の

有義波高の観測結果と 1 日先の予測結果の相関図を図－６に示す．プロットしたデータは

2008 年 7月 1 日～2009 年 6 月 30 日の 1年分である．平均値のズレはなく（バイアスはほぼ

1.0），相関係数は 0.78 であり，相関は比較的高いと言える． 

 

 
図－５ 金沢港の有義波高の比較結果（1日先予測） 

 

 
図－６ 金沢港の有義波高の的中率（1日先予測） 
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く，海上・潜水作業可否に着目した波高 1m 程度以下の波浪の予測精度に関しては，明確に

なっているとは言えない．そこで，基準波高を 1mとした場合の日本海側における 1日先，

3 日先，7日先予測の的中率について，2008 年 7 月 1 日～2009 年 6月 30 日の 1年分のデー
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高 1.1m 以下であれば稼働的中，予測波高が 1.0m より大きくかつ観測波高が 1.0m より大き

い場合は不稼働的中となる． 

 

 

 

表－１ 検討対象地点とその整理番号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－７ 計算領域図（日本海側の精度検証） 

 

 

図－８ 的中率の定義（基準波高 1.0m，許容誤差+10cm） 
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図－９ 予測時間毎の的中率 

 

５．おわりに 

今後は，実際の海洋工事の作業可否状況と予測結果の比較検証データを蓄積し，予測精

度をさらに向上させていくとともに，現場におけるニーズに合わせて，気海象予測システ

ムに改良を加えていく予定である．海洋工事における安全管理，品質管理，工程管理のた

めに，さらに信頼性が高く使いやすい気海象予測情報を提供していきたいと考えている． 

なお，波浪予測結果の検証に利用した NOWPHAS（全国港湾海洋波浪情報網）のデータは

（財）沿岸技術研究センターのカムインズより入手させていただいた．ここに記して謝意

を表す． 

 

（五洋建設株式会社 技術研究所） 

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

予
測
的
中
率

(%
)

1day

3day

7day

① ② ③


